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表紙に寄せて  

今回の表紙カットは、私が 1997 年秋～99 年春に掛けて画き貯めたスケッチ集からピックアップした

ものです。当時『南方熊楠全集』を耽読していた私は、散歩途中に見つけた変てこな突起物…熊楠云う

ところの Phalloideae(ハドリアヌスタケ)の仲間に違いないと直感した…ツノツマミタケがきっかけで、

キノコの世界に足を踏み入れました。菌類図鑑の見方からして未知の領分だったので、先ずはキノコの

分類を覚えるべく、フィールドで採集したキノコのスケッチを取り、図鑑と首っ引きで同定を試みると

ころから始めました。画は水性ボールペンで形取りしたものに色鉛筆で着色し、形態的特徴と発生状況

を書き添えてあります。千葉大学西千葉キャンパスをメインのフィールドにして一年半。折しもその期

間は降水と降雪に恵まれ、千葉市域は十年に一度のキノコ大発生の年だったのが幸いして、二百種余の

キノコと出会えました。その内、自分也に同定に至ったのは六割程度でしょうか。皆目勝手が判らぬが

故に、全てが新鮮で愉しかった時代です。当時はしょっちゅうキノコの夢を見るくらい熱中しておりま

したが、その後老眼と乱視が進んでスケッチ作業が困難になったこともあり、キノコからは離れてしま

いました。現在は古文書に打ち込んでおりますが、今でもキノコを目にすると心が疼きます。十年以上

経った今スケッチを見直すと、随分色褪せてしまっていて、往時茫々の感があります。(坊山英浩) 


